
没後 60年

菊池契月展
りJ治 12(1879)年、長野県下高井郡中野町(現在

の中野‖)に生まれた契月は、郷litで児玉果事に南

illiを学んだのち、17歳で京都に移り菊池芳文にmi

'11し
ます。そのW年から新占美術品展等で人選を五
ね、やがて芳文の養嗣r子となり、りJ治 4()(1907)年

に創設された文部省美術展覧会(文展)でもたびたび

受賞して、大正5(1916)年には上村松四とともに永

久無鑑査となる雑薦に選ばれま丸

やがて、京判
`市

立美術工共学校や京都市立絵Шi

専門学校で指導にあたり、また、文展の審査委員に

もなりながら、大il:H(1922)年 、欧州視察に派遣

されると山i学生のような熱心さで西洋絵illiを訪ね歩

きま丸 帰国後は日本の古い絵画を改めて,F究 し、

日本画ならではの表現を模索する中で、洗練された

拙線、端正で涼やかな人物表現が作品の大きな特

徴となっていきました。

白らの制作の一方で菊池塾と京都画規を率いる玉

黄を入たした契月が、昭和30(1955)年に76歳で亡

くなると、京都市美術館で市民葬が行われました。

契月も小野竹僑も、京都の両家として生きながら、

その作風には故郷の風土が影響していると言われま

魂 さらに、波欧を1刊作の1ほ機とした点でも共通しま

魂 本展における66点の作品とH点の素紺を通し
て契月の探求のあとをたどり、その作品の美しさを楽

しんでいただけましたら学いです。
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甜演会「菊池契月の芸術」
講師 :渡辺災保氏 (長野男ヽ11浪災術館学去li)

2,Jl‖ (11)'3時 30分 ～15時  災術館祝聴覚
“

にて

聴前無料 (人館料が必愛)要 中込

ワークショップ「日本Wほ体験 :色を楽しむ(3卜 1巡統)」
前

“":瀬

納I(災氏 (11本 Wヽ家)
2,,711(:L)・ 811(11)。 l lil(水 )

各H13時 30分～15時 30分 災術館祝聴覚
“

にて

参加賀1,500,W(3H分の人館料を合む)

要中込 (定 ,ミになり次舛孝lイ
`切
)

ワークショップ「お話と体験 :線で描く、4で描く」
前n":森山角I己氏(11本 lllli家 )

3月 8H(II)i3時 30分 ～ 15時  美術餌税聴覚4にて
参加ιt5001:J(人餌料が別途必要)要 中込 (定 11になり次第れイF切 )

ギャラリートーク
2,,1511(li)・ 2811(I二 ) |ヽ lr才とも13‖↓30/ノ)～ 14‖寺30ケ)
聴前無やヽ|(人餌科が必要):I!込 不要
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笠岡釈前41=詩 崇り螂より神島(こうのしよ)“環/
崇B、与(のりとに`〕行さ/央のガミ(',のはよ)行 て`
「1;F、会館前〕下Ⅲ l,『、会館1し倒

山隅自動車遺 笠岡hCから 15分
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重福山
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かどおか
①供姪 り〕冷43年  爽,耐 H立近r(災術館蔵(後朗展′,ヽ)② 立女 大正13年 長pF此ミt4濃災術郎蔵
⑥かずけもの 1‖作午不おl① 朴深 Wfれ Hl年 ③少女 大正9年 求m‖ H立近r(災術郎政(市切叫″E示 )
⑥本風払紘 大正14年
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